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標高推定誤差は約３ｍであることやDEM相互の類似性から、再現性・信頼性の高い結果であることを確認した。
また、市街域では郊外より約3.5ｍ高めに推定された系統的誤差は市街域の人工構造物の影響であると考察した。 
 地盤沈下の検出は、1995年８月、９月、1998年９月に収集した３つのSARデータから３-パス差分インターフ
ェロメトリ法で行った。河川・湖および郊外の植生のある地域ではノイズが多かったが、市街域では地盤沈下
の空間分布の特徴が明瞭に検出できた。地盤沈下速度は市街域北部のTay湖近くでは2.7cm/年、市街域の南東部
のMinh Khaiでは3.3cm/年であった。検出した地盤沈下量と1994年～1995年の水準測量でえられた地盤沈下量を
比較・検討し、両者に有意な相関があることを確認した。以上の検討により、本手法が市街域における地盤沈
下のモニタリングに実用できると結論した。 
 ハノイ市のように非常に平坦な地域でも、SARインターフェロメトリ解析がDEM作成や地盤沈下の検出に有効
に利用できることを示した本論文は、SARの実用化を目指すリモートセンシング分野の発展に大きく貢献する。
また、ハノイ市の地盤沈下を面的にとらえた結果は、今後のハノイ市での地盤沈下対策にも活用でき、社会的
にも大きく寄与するものである。よって、本論文は博士（理学）の学位に値するものと審査した。 
